
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  「ハインリッヒの法則」～いじめゼロの学校へ向けて    校長 長 岡 勇 樹   

１１月に児童を対象に「いじめアンケート」を行いました。「いやな思いをしている」「いじめを見た」など８

件程ありました。児童への聞き取りでは，６月に行ったアンケート同様「ちょっとしたけんか」や「兄弟げんか」

でした。ＰＴＡ会議及び参観日の全体懇談の中でも説明しましたが，「校内いじめ防止対策推進委員会」で検討し

た結果，いじめの認知はありませんでした。しかし，学校は，「いつでもどこでも起こる」ことを常に意識し，今

後も「いじめの未然防止」「いじめの早期発見・解消」に向けて取り組んでいきます。 
 
  「ハインリッヒの法則」どこかで聞いたことがありますか。1930 年代，アメリカのハインリッヒ氏が労災事故の

発生確率を調査したもので，１つの重大事故の背後には２９の軽微な事故があり，その背景には 300 の異常が存在

するというものです。「１：２９：300 の法則」とも言われています。「ヒヤリハット」と言う方がなじみがある

人がいるかもしれません。いじめは，急に起こったりするより，ちょっとし

たことがきっかけで，それが徐々にエスカレートしていくことの方が多く

あります。子どもにとって逃げ場のないほどに追い込まれていくといった

癒えない深い傷を負った状態にならないためにも，「ヒヤリハット」の時点

でいじめの芽に気付き，いじめの芽を摘み，いじめの芽をつくった土壌を改

善する必要があります。そのために，学校は，組織として子どもの様子や指

導の一貫性をもてるように共通理解を図って取組を進めています。 
 

学校生活や日常生活の中で 
① 学校でのことです。体育の時間に先生が「皆さん，並んでください。」と言い，子ども達は一列に並びました。

しかし，Ｂ君の前にいたＡ君が少し列からズレていたので，まっすぐになるように肩を触って動かしました。する

と，Ａ君はいきなりＢ君を突き飛ばしました。 
 先生が「どうしたの」と聞くと。Ｂ君は，「何もしていないのに，Ａ君が力一杯押してきた。」。Ａ君は，「何

もしていないのに，Ｂ君に突き飛ばされた。」。どちらも嘘は言っていません。どちらも「イヤ」な気持ちになっ

ています。どちらが悪いのではなく，何をしたらよかったのでしょうか。二人とも言葉が足りなかったのかもしれ

ません。二人ともお互いに理由を聞くことが必要だったのかもしれません。 
②  Ｃさんが細い道を運転していた時です。目の前を一人の歩行者が急に道路を渡ろうとしました。Ｃさんは，「あ

の歩行者，危ないなぁ～。」と思い少し腹が立ちました。Ｃさんは，目的地に着き，車から降りたＣさんは，急い

で道路を渡ろうとしました。すると目の前を１台の車が通り抜けていきました。Ｃさんは，「あの運転手，危ない

なぁ～。」と思い少し腹が立ちました。学校でも子ども達の行動に似たような光景を見ることがあります。自分中

心の考えだったり，相手の気持ちを考えなかったり。 
 上記の①や②もちょっとしたきっかけになりいじめに繋がる可能性もあります。今年度の重点の 1 つに「自分を

知り，他者の気持ちに寄り添う子」があります。①や②のようなことが減るように，子ども達にコミュケーション

能力を養い，望ましい人間関係を育てる集会活動やいじめ防止の観点で「なかよし集会」（年２回～６月，１２月）

などを行っています。また，全校児童を対象に「ソーシャルスキルトレーニング」も取り入れながら，「自分も他

人も大切にできる子どもになってほしいと願っています。 
 また，子ども達のちょっとしたトラブルは，学校生活よりも放課後などに多く見られます。ご家庭，地域の皆様

には「これはいじめかな」とちょっとしたことでも構いません，何かありましたら，学校へお知らせください。 
 
※１１月１９日（金）に，中学生による切りつけ事件。２４日（水）には，中学生が同級生の腹部を包丁で刺した

事件。２６日（金）には，中２少女による屋上からカートを落とす事件が発生しています。感染症への対応など，

子ども達にも少なからずストレスがたまっていることをふまえ，学校では，日頃から子ども達をきめ細かく見守

り，小さなサインを敏感に受け止めるとともに，子ども達に「自分の命，他の人の命それぞれの尊さを理解させ，

人を傷つけることは，絶対に許されないこと」を指導しています。 

 

 １１月１５日（月），１６日（火）と南富良野小学校との合同修

学旅行に行ってきました。修学旅行は９月上旬に予定していまし

たが，新型コロナ感染症の拡大により，１１月に実施することに

なりました。旅行先も，今年度より登別・洞爺湖に変更しました。

やや寒さがありましたが，調子をくずす児童もなく，元気に旅行

をすることができました。 

 

 

 

 

  

 

・お子様の感染に不安を感じる 

・感染症に関連した偏見が気になる 

・手洗いや消毒による健康への影響が心配 
 

など，新型コロナウイルスに関する不安や悩みが生じた

場合は，学校相談窓口や，北海道教育委員会の「子ども

相談支援センター」に相談してください。 

 

北海道教育委員会「子ども相談支援センター」 

０１２０－３８８２－５６（２４時間無料） 

メール doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

 

子どもたちができるだけ多く本に触れる機

会を増やそうと，今年も，ボランティアサーク

ル WISH さんのご協力により，「移動本だな」

がホールに設置されました。子どもたちは，朝

の時間や休み時間など時 

間があると，楽しみ 

ながら本を選んでい 

ました。読書習慣の 

きっかけとなったと 

思います。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

                            

   

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 学校行事 

１ 水 全校朝会，地域学習発表会  

３ 金 なかよし集会 

４ 土 もちつき集会 

５ 日 ノーゲームデー 

７ 火 後期体力テスト 

９ 木 ALT 

１０ 金 ALT，クラブ 

１５ 水 ファイターズ出前授業 

１６ 木 ALT 

１７ 金 どさんこ元気アップチャレン

ジ 

１９ 日 ノーゲームデー 

２１ 火 読み聞かせの会 

２２ 水 第３回 CS 会議 

２４ 金 ２学期終業式，給食費納入日 

２５ 土 冬休み（１月１７日まで） 

２７ 月 冬休み学習サポート１日目 

２８ 火 冬休み学習サポート２日目 

２９ 水 学校閉庁日（１月３日まで） 

 １１月６日（土），学芸会を本校体育館で行いました。「チャレ

ンジしよう西小っ子～明るく楽しい思い出づくり～」をテーマに，

全校音楽・学級発表・よさこい演舞・全校劇と練習してきた成果

を出すことができました。特に全校劇は，南富良野西小学校で初

めてのミュージカルで２０名が一生懸命演じきることができまし

た。劇が終わった後，学芸会の成功に喜んでいる子ども達の姿が

大変印象的でした。多数の方にご覧いただきありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

全校音楽    低学年学級発表     全校劇 

 

 

 
 

      

  

 

よさこい演舞    高学年学級発表   中学年学級発表 

１２月４日（土），もちつき集会を予定しております。大変心苦しいですが，地域の皆様の入場をご遠慮いただき，

児童のご家族に限定して開催することとしました。地域の皆様には今年度，ご遠慮ばかりですがどうかご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

１１月２０日（土），土曜参観日の一環として KDDI のご協力

を得て，スマホ・ケータイ安全教室を開催しました。当日は，児

童の部と保護者の部に分けて行いました。児童の部では，「ゲー

ムのやりすぎ」「いじめ」「写真の投稿」「ながらスマホ」の４項

目について，動画でわかりやすく，してはいけないことを知るこ

とができました。保護者の部では，実際の事例をもとにした動画

を見ながら，子どもと話し合ってのルール作りが大切だという

お話がありました。 

ご家庭でのル 

ール作りの参考 

になったのでは 

ないでしょうか。 

 


